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はじめに 
１９９７年以降、少子化の進行の始まりとともに色々な面での自立を目指す女性が増えました。

そして今では女性一人当たりが三人以上の子供を産まなければ少子化は止められないと言われ

ています。しかし、結婚せずにキャリアを伸ばしたいと考える人もいれば、早く出産結婚し専

業主婦になりたいと考える人、仕事と子育ての両立を考える人もいます。要するに女性のライ

フプランは何通りと数えられない程多様化したと私は考えています。 

そこで、私は少子化が進み、今ある子育て対策の中で女性が仕事、育児にできる限りとらわれ

ることなく望むライフプランを実現できるように実際に身近な女性に人生設計についてのアン

ケートを取り、様々なライフプランを試行しました。 

 

調査方法 
①アンケート調査 

身近にいる成人女性 50人を対象として Googleformにてアンケート調査を行った。 

  

 

結果と考察 
・出産願望があると回答した人に女性一人あたり三人以上の子供を産まなければ少子化はとめ

られないという事実を知っていただいた上で三人以上の出産願望がある人は 0％でした。 

 

出産願望がある、既に子供がいると回答した人に子育て環境で重要視するもの一つを選んでも

らった結果（下図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安心できる託児施設の普及や、教育費など子どもに直接関係する問題点の改善と、職場復帰の

しやすさなどの子育てと仕事の結びつきの強化が必要だと感じた。保育所と同等の支援が受け

られる社内保育所が出来れば需要もさらに高まるのではないかと感じた。 

また通勤途中に預けられる駅型保育園の普及も視野に入れて考えていきたい。 
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